
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年1月27日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 中央魚類株式会社 上場取引所 東 
コード番号 8030 URL http://www.marunaka-net.co.jp/
代表者 （役職名） 取締役会長 （氏名） 伊藤 裕康
問合せ先責任者 （役職名） 執行役員経理部部長 （氏名） 伊妻 正博 TEL 03-3541-2500
四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 131,193 △1.3 283 412.2 555 82.2 △898 ―
22年3月期第3四半期 132,945 △13.4 55 △81.6 304 △43.8 149 22.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △21.90 ―
22年3月期第3四半期 3.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 43,343 19,928 39.8 420.25
22年3月期 37,425 20,350 47.2 430.62

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  17,243百万円 22年3月期  17,669百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 6.00 6.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
6.00 6.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
(注)詳細は、【添付資料】Ｐ.2「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報」(3)連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 170,000 △1.4 200 ― 550 74.2 △940 ― △22.91



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュ－手続の対象外であり、四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュ－手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧下さい。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 43,153,000株 22年3月期  43,153,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,120,170株 22年3月期  2,119,808株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 41,032,970株 22年3月期3Q  41,034,602株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第3四半期連結累計期間における国内経済は、外需による輸出や生産の増加により、企業収益は緩やかながら 

も改善し、また、上半期における金融市場不安定化による影響や円高・株安傾向なども第3四半期には一服感が見 

られるようになりましたが、国内デフレ傾向や雇用・所得環境の悪化懸念など未だ拭い去ることができず、個人 

消費は依然として力強さを欠く状況が続きました。 

 当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場業界では、上半期は全体として魚価は下落基調でありまし 

たが、第3四半期に至って上昇に転じ、年末商戦は需要状態が堅調となって売上高、取扱数量とも増加するなど底 

入れ感が強まりました。 

 このような状況のもと、当社グループの売上高は131,193百万円（前年同期比1.3％減）となり、営業利益は魚価

の回復、粗利益率の向上、経費削減等により283百万円（前年同期比412.2％増）となり、経常利益は555百万円 

（前年同期比82.2％増）となりましたが、投資有価証券評価損を主たる原因とする特別損失が響いて、四半期純 

損益は898百万円の純損失（前年同期は149百万円の四半期純利益）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第3四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権の増加等により、前連結会計期間末に比べ、5,918百万円増の

43,343百万円となりました。 

 純資産は、その他有価証券評価差額金の増加がありましたが、第3四半期純損失及び剰余金の配当等により、422

百万円減の19,928百万円となり、自己資本比率は39.8％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年3月期の連結業績予想につきましては、平成22年10月29日に公表いたしました通期の連結予想を修正い

たしております。詳細につきましては、平成23年1月27日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

ださい。 

 なお、平成22年10月29日に公表いたしました通期の連結業績予想との差異は以下の通りです。 

 （通期）  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ A )  171,000  70  410  △1,100  △26.81

今 回 発 表 予 想 （ B )  170,000  200  550  △940  △22.91

増 減 額 （ B - A )  △1,000  130  140  160  －

増 減 額 （ ％ ）  △0.6  185.7  34.1  －  －

（ ご 参 考 ）  前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
 172,437  18  315  499  12.17



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ①簡便な会計処理 

 棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げ

を行なっております。  

  ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。な

お、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①会計基準等の改正に伴う変更 

資産除去債務に関する会計基準 

 第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用

しております。 

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。  

  ②①以外の変更 

 該当事項はありません。   

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,936 5,010

受取手形及び売掛金 15,011 9,162

前渡金 263 120

商品及び製品 5,059 4,152

原材料及び貯蔵品 8 19

預け金 840 723

その他 1,925 1,841

貸倒引当金 △1,024 △1,032

流動資産合計 26,020 19,998

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,601 4,178

土地 3,976 3,976

その他（純額） 1,297 2,473

有形固定資産合計 10,875 10,629

無形固定資産   

その他 1,357 1,356

無形固定資産合計 1,357 1,356

投資その他の資産   

投資有価証券 4,130 4,568

長期貸付金 567 439

繰延税金資産 209 194

その他 864 923

貸倒引当金 △683 △684

投資その他の資産合計 5,089 5,441

固定資産合計 17,322 17,426

資産合計 43,343 37,425



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,539 6,584

短期借入金 4,927 3,086

未払法人税等 98 61

引当金 52 177

その他 1,218 1,318

流動負債合計 17,836 11,228

固定負債   

長期借入金 1,463 1,671

長期未払金 178 －

繰延税金負債 765 775

退職給付引当金 1,722 1,782

役員退職慰労引当金 166 356

本社移転損失引当金 302 302

負ののれん 195 221

その他 783 735

固定負債合計 5,577 5,846

負債合計 23,414 17,074

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,995 2,995

資本剰余金 1,342 1,342

利益剰余金 13,797 14,941

自己株式 △400 △400

株主資本合計 17,734 18,879

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △490 △1,209

評価・換算差額等合計 △490 △1,209

少数株主持分 2,684 2,681

純資産合計 19,928 20,350

負債純資産合計 43,343 37,425



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 132,945 131,193

売上原価 126,132 124,376

売上総利益 6,812 6,816

販売費及び一般管理費 6,757 6,533

営業利益 55 283

営業外収益   

受取利息 39 43

受取配当金 132 134

その他 134 140

営業外収益合計 306 318

営業外費用   

支払利息 49 41

その他 6 4

営業外費用合計 56 45

経常利益 304 555

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 9

前期損益修正益 8 －

受取保険金 71 －

投資有価証券売却益 17 －

固定資産売却益 42 －

特別利益合計 140 9

特別損失   

前期損益修正損 － 7

投資有価証券評価損 － 1,239

退職特別加算金 － 13

退職給付制度改定損 － 9

その他 － 0

特別損失合計 － 1,269

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

445 △704

法人税等 165 110

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △815

少数株主利益 129 83

四半期純利益又は四半期純損失（△） 149 △898



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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